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早稲田のＷＩＮＥ カタログはいつも 

利用しています。書名、人名、地名にフリガナがついて
いるので、読み方を調べ、確かめるためにも 

よく使います。 

これからもよろしくお願いします。 



早稲田大学図書館の世界的貢献 

OCLC Worldcat への参加  

WＩＮＥ records 書誌情報、ＩＬＬの提供 



 

プロフェッショナルな図書館職員、豊富な資料 

Waseda is my First choice in Japan ! 
 

 

 

 

早稲田大学図書館はいくら賞賛してもしきれません。 

開架式書庫では すばやく効果的に調査ができ、 

探していた本のすぐ隣に 

「幸せな偶然」 と言える発見がいつもあります。 

 

図書館スタッフはみなさん豊富な知識があり、 

プロフェッショナルで、いつも助けていただいています。 

 

早稲田の図書館は、いつも日本で 

最も利用したい図書館です。                                                     Dr. Christopher Hills 
ありがとうございます！                         日本近・現代代文学 

                                       ミシガン大学 



リサーチサイクル 

 

知の収集 
記録・整理 
保存 

資料活用への公開 
情報データの共有 

 
さらなる知の創造 

 
 
 

早稲田の 知の宝庫 図書館を中心に 
リサーチサイクルが ＩＴによるアクセス があるために 
グローバルな研究者も取り込んで起こっている 

 



Publish, 出版の定義 

 

Ｏxford English Dictionary online (www.oed.com at UM Library) 

 

I. To make public. 

 

II. Other senses.   To populate (a country, etc.) to reproduce, multiply, 
breed. 
 

日本国語大辞典 （Japan Knowledge at UM Library） 

 

 印刷術その他の方法によって著作物を文書・図画などとして複製し、発売または頒
布すること。版行。印行。刊行。 

 



貴重資料を広く公開   =  PUBLISH 



ミシガン大学図書館での同様の取り組み 

２０００年代 

貴重・稀少図書館資料の電子保存     

電子展示として 公開 = Publishing 

 

Online Exhibition                                               Online Collections  



学術文化 
Publish or perish   

出版するか、滅びるか    
 

研究者にとっては、自分の研究成果が周知され、
評価され、引用、共有され、新たな知・文化の創造
に貢献するために、出版は命綱 

 

大学図書館の使命 ー 学術・教育支援 

 

研究者の出版保証・研究成果普及の保証 

知的創造活動の基盤保証 

 



 
 

D-space – Deep Blue for texts 
 

（機関リポジトリー）2006年から 
 

図書館はすでに  出版活動  をしている 
 

 
 

研究者・職員、大学院生（教授の指導下）が利用 

 

テキスト（PDF) 形態の論文、本の保存とオープンアクセス出版を保証 

 

従来の商業的な「書籍出版」というビジネスモデルでは 

 

例：カラーイメージの多い本、内容、等 

 

出版コストが高すぎて 

出版が不可能であった研究成果が 出版可能になる 

 

 

 

 





２０００年代の大学出版局 

 

大学当局からの補助金の削減 
（米国の大学出版局は補助金を受けている） 

 

学術書購入減 

 

 

 

経営困難   廃止？？ 



 
どうすれば出版局は存続できるのか？ 

 
 

その頃、図書館にも予算削減の危機が訪れていた 

 

大学には出版局も図書館も必要 

しかし、予算削減でどちらも危機状態 

 

「わたしたち、似てない？」 

 

 

 

 



図書館 と 大学出版局 の 共通点 

   
 
 
 
 
 
  
        

 
 
 
 
 
 

共存共栄作戦、始まる！(2010 年ごろ） 

 
 

図書館 
大学出版局 

書籍 （論文） ＹＥＳ ＹＥＳ 

電子資料を扱う必要性 ＹＥＳ ＹＥＳ 

出版活動 ＹＥＳ ＹＥＳ 

資金 大学から予算を受け取る 大学から補助金を受け取る 

資金は。。。 予算削減 補助金削減 

利益 生み出さない 少ない 



 
 
 

危機打開策 
  

 

図書館に出版局を統合し、図書館 
の予算として出版局の維持費獲得 

 

どちらも大学の支援を受け続け 存続 



大学出版局が図書館の一部になることは 

最初は 「とんでもない意見」 だった。 

 

危機を打開するには「とんでもないアイデア」 

（多様なアイデア）が必要だった。 

 

とんでもない意見を言う人＝多様な人材 

 

多様な意見を許容する職場の文化が必要 

多様性の尊重 

 



 

University Press  

 

大学図書館サービスの一部門として存続 

 
  ミシガン大学では 

   ２０１１年に  

   大学出版局が  

   図書館に統合され始める 
 
   ２０１４年 
   Director 着任 （副館長） 

 

   米国の大学出版サービス 

   ３０％ が 

   図書館の一部門 



デジタル時代の研究者のニーズ 
        資料             研究手法         研究環境  

                                       助成金・出版 

                                       オープンサイエンス 

 
IT技術・著作権処理、、データ保存・共有（個人では限界） 

テキスト保存の基盤では不可能 
 

半永久的データ
保存共有計画が

必須 



図書館サービス として総合的に 
研究・教育 リサーチサイクル を支援する 

• 図書館 デジタル資料収集・保存、 

• デジタル研究テクニカルサポート、著ＯＲＯｏＯＲ
作権処ＯＲ理, 

• 助成金申請のためのデータ管理相談等のサー
ビスを提供 

 

ＯＲＣＩＤ 
研究者ID + データ DOI 

（文献リンク）  



テキスト、ＰＤＦ以外のデータ、画像、図面、地図、動画、音源、統計など多様な
データ保存と共有、再利用、共同研究のための半永久的基盤 

 
オープンサイエンス 研究助成金・データ基盤に  不可欠 

 
図書館が知の創造の総合基盤を提供 





         出版   

出版に関するサービス提供 

オープンアクセスと研究データの半永久的保存サーバー提供 



マルティメディア電子出版プラットフォーム 
デジタル研究の成果を発表するための新しい出版基盤 

Ｆulcrum.org 



マルティメディア電子出版プラットフォーム 
デジタル研究の成果を発表するための新しい出版基盤 

Ｆulcrum.org 



例 アート研究の電子書籍 
画像を電子版で提供 

 
紙の書籍では イメージ利用は出版費用が高く困難 

著者の選択で研究論文部分は有料 
 



紙版 
電子書籍版など選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画像、映像、音源を 
資料として提供できる 

 
 
 
 
 

画像の閲覧制限の有無 



書誌情報・許諾情報  
図書館書誌情報レベルで提供 
 

図書館内資料が利用されている
時には、図書館カタログにリンク 

引用しやすい＝検証、再利用 



デジタル研究の発展に伴い、成果発表の様式も変化する 
その変化に対応して 
クリエイティブに 

プラットフォーム内の出版様式機能を開発する 
 
 
 

Fulcrum.org 
 

世界中の研究者が利用可能 
多言語対応 
 

多様な研究成果、図書館・美術館等の保存資料（画像・映像・音源・データセット
等）にリンクする ーー 参照、引用（再利用）に便利 
 
教材、博物館の展示資料画像、３Ｄファイル、会議発表などをリンクでき、 
多様な資料と分析結果を統合するプラットフォームとして 
研究者の研究と学術文化資源再利用を創造的にサポートする。 
 
知的活動の場となる出版プラットフォーム 
 
                 



画期的事業 



海外での日本研究の質を高めた 古典籍総合データベース 

Dr. Matthew Fraleigh  
日本文学 准教授 
ブランダイス大学 
 
大学院生であったころ １９９０年代後半  
－ 前近代日本文学研究では くずし字を読む風潮は なかった 
 
早稲田大学「古典籍総合データベース」  オープンアクセス「出版」 
 
くずし字原本の画像 が 海外でも利用可能 となる  
 
 
「面白そうな資料を入手できたけれども全く解読できなかったというつらい思いは、 
やる気を強く起こさせました。」   くずし字を独学 
 
現在 くずし字の基本的読解は 前近代日本文学を学ぶ大学院生にとっては  
必須の技能 となる 
 
デジタル化された古典籍を授業で活用 
「昨年のハーバード大学の授業では活字化されていない電子資料を院生と一緒に読みました」                                                  
 
明星大学日本文化学科国際シンポジウム 2016.1.11 於明星大学「本がつなぐ日本と世界―古典籍と目録・研究の国際化」原稿より引用 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

明星大学日本文化学科国際シンポジウム 2016.1.11 於明星大学 
「本がつなぐ日本と世界―古典籍と目録・研究の国際化」発表原稿より引用 



欧米の大学で、くずし字研修ブーム 

 

ケンブリッジ大学、オックスフォード大学、 

シカゴ大学、コロンビア大学、 

カリフォルニア大学バークレー、プリンストン大学 

 

早稲田大学 と  

カリフォルニア大学ロスアンゼラス校による 

くずし字アプリ共同開発！ 



海外の古典研究者が日本の資料を使うとすると ・・・ 

 

 

くずし字学習 

くずし字アプリ 

個人研究・クラウドによ共同研究 

デジタル資料、派生するデータ、多様なデータ（テキスト・画像・動画・音源等）を保存・

共有・出版を可能にする半永久的な情報基盤  Hydra Fedora  

デジタル研究による成果を
世界に向けて表現、発表で
きる新しい 
出版プラットフォーム 

デジタル古典籍資料 

 図書館が
総合的に
支援  



 
祝 早稲田大学中央図書館25周年 

 
 
 
 

1991年 「総合学術情報センター」の一部 
 
 

として現在の中央図書館が開館 
 
  

「総合学術情報基盤充実」のリーダー として 
     
 

さらなるご発展を心よりお祈り申し上げます。 


